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　東部広域農道  条件を変更してでも早く完成を

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
が

　
　
　
　
　
　

 　
常
任
委
員
会
に

６月定例会

専

決

処

分

◎ 

国
民
健
康
保
険
税
条
例

保
険
料
の
最
高
限
度
額

五
十
三
万
円
を
五
十
六
万
円
に
。

条
例
の
一
部
改
正

　︵
自
治
法
第
百
七
十
九
条
︶

　
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
に
お
い
て
、

議
会
を
召
集
す
る
暇
が
な
い
と
認
め
る

と
き
、
長
は
そ
の
議
決
す
べ
き
事
件
を

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

 完成は難しい

６人⇒５人
６人⇒５人
５人
５人⇒４人

　
議
員
改
選
前
の
六
月
定
例
会
が
六
月
四
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
八
日
間
開
か
れ
、
勝
浦
町

税
賦
課
徴
収
条
例
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
や
、
勝

浦
町
議
会
委
員
会
条
例
改
正
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
三
人
の
議
員
が
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

総務産建常任委員会

文教厚生常任委員会

議会広報常任委員会

議 会 運 営 委 員 会

地方自治法改正や定数削減に対応

するため委員会条例を改正しました。

専
決
処
分
と
は

2議会だより かつうら

DTP
議会広報調査特別委員会が常任委員会に



議  

長
に 

川
端
雅
夫
議
員

副
議
長
に 

大
西
一
司
議
員

議
員
改
選
後
初
の
臨
時
会
が
七
月
十
二
日
、

十
三
日
に
開
か
れ
議
長
、
副
議
長
の
選
出
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
正
副
議
長
選
と
も

投
票
と
な
り
議
長
選

の
結
果
、
川
端
雅
夫

九
票
、
無
効
一
票
。

　
副
議
長
選
の
結
果
、

大
西
一
司
七
票
、
無

効
三
票
。

議
会
選
出
の
監
査
委
員

と
し
て
西
浜
勝
己
氏
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

25年度  東部広域農道

東部広域農道整備促進特別委員会

　７月19日、改選後初めての委員会が開かれました。

　この事業は、徳島市、佐那河内村、上勝町との広域事業で、昭和60年に始

まり今年で22年目を迎えております。

　会議では産業建設課から平成18年度事業実績３億2,500万円。19年度事業計

画１億5,000万円について説明があり協議しました。

　午後から、期成同盟会、県農林事務所担当者を交えての合同会議が開催され

ました。

　この事業は平成25年を完成目標に進められているが、県側から進ちょく状

況や、予算配分から実現は難しいとの説明がありました。

　町、期成同盟会、委員会からは、すでに７割が完了しており、さらに７年経

過後も完成が見込めないと言う話では到底納得できない。条件を変更してでも

必ず成し遂げるとの約束を強く要望した。

大 西 副 議 長
西 浜 監 査 委 員

川 端 議 長

平成25年完成を強く要望平成25年完成を強く要望

第
一
回 

臨
時
議
会

を
選
出

3 議会だより かつうら



完成した県単急傾斜（沼江）

民営化が検討されている保育所

横 瀬

生比奈

　
五
月
二
十
九
日
に
委
員
会
を
開
き
、

十
八
年
度
繰
越
明
許
費
な
ど
の
説

明
が
あ
り
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
計
管
理
者
か
ら
勝
浦

町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
単
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
繰
越
に
つ

い
て
予
定
工
事
の
中
止
と
、
そ
れ
に

代
わ
る
工
事
箇
所
の
説
明
が
あ
り

審
議
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　
予
定
工
事
中

　
　
　
　
　

止
の
理
由
は
。

　
十
八
年
度
よ
り
受
益
者
負

担
が
三
十
％
か
ら
四
十
五
％

に
な
り
、
負
担
増
が
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。　

　
ま
た
、
繰
越
は
中
止
に
伴
う
代

替
箇
所
の
選
定
等
に
時
間
を
要
し

た
た
め
だ
。

　
　
　
　
　
　
﹁
勝
浦
町
税
賦
課
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
﹂
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税

が
減
り
住
民
税
が
増
え
る
。

町
民
へ
の
周
知
徹
底
が
必
要
だ
。

　
広
報
と
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
載
せ
て
い
る
が
、
税
金

申
告
時
に
も
説
明
し
て
理
解
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
提
案
す
る
こ
と

を
了
承
し
ま
し
た
。

問答

問

　
五
月
三
十
日
に
委
員
会
を
開
き
、

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
や

勝
浦
病
院
の
決
算
と
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
審
議
し
ま
し
た
。

　
十
八
年
度
決
算
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
が
常
態
化
し
て
い
る
。
六

割
に
も
満
た
な
い
ベ
ッ
ド
稼
働
率
や
、

施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て
町
長
の

見
解
は
。

　
病
院
改
築
時
の
起
債
償
還

が
二
十
二
年
度
に
終
了
す
る

の
で
、
早
い
時
期
に
経
営
計
画
を

立
て
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
処
理
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
現
況
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設

の
解
体
や
跡
地
の
利
用
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
解
体
費
用
へ
の
補
助
金
が

な
い
か
調
査
し
、
計
画
的
に

基
金
を
積
み
立
て
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
保
育
所
の
民
営

化
に
つ
い
て
、
七
月
に
有
識
者
な

ど
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
す

る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
﹁
公
立
と
の
差
が
生
ま

れ
な
い
か
住
民
の
中
に
は
不
安
も

あ
る
﹂
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
議

論
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
情
報
公

開
で
き
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
六
月
定
例
会
に

提
案
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

問

問

答

答

住
民
課
長
か
ら

福
祉
課
長
か
ら

委
員
会
と
し
て

委
員
か
ら

産
業
建
設
課
長
か
ら

勝
浦
病
院
事
務
局
長
か
ら

保
育
所
民
営
化

七
月
に

 

検
討
委
員
会
を
設
置

参
事
か
ら

委
員
会
と
し
て

県
単
急
傾
斜

受
益
者
負
担
増
で

　

 

工
事
箇
所
の
変
更

4議会だより かつうら

答

DTP
委員会ハイライト

DTP
文教厚生常任委員会

DTP
総務産建常任委員会

DTP
受益者負担増で工事箇所の変更



一 般 質 問

みかん作り講座（坂本）

前田病院事務局長

副 町 長

　
勝
浦
病
院
建
設
時
の

起
債
が
三
年
後
に
終
わ

る
の
で
、
減
価
償
却
積
立
金
約

五
億
円
を
活
用
し
て
改
築
を
具

体
的
に
考
え
る
時
期
だ
と
思
う

が
。

　
移
転
改
築
後
二
十
五
年
が
経

過
し
、
昨
年
、
外
壁
塗
装
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
だ
改

築
ま
で
考
え
が
至
っ
て
い
な
い
。

　
今
は
経
営

の
健
全
化
な

ど
当
面
す
る
課
題
解
決
が
急
務

と
考
え
て
い
る
。

　
十
八
年
産
み
か
ん
の

価
格
が
高
か
っ
た
こ
と
で
、

肥
料
の
販
売
量
や
苗
木
の
植
付

け
が
増
え
る
な
ど
変
化
の
兆
し

が
見
ら
れ
る
が
、
新
し
い
方
策

を
考
え
て
い
る
か
。

　
担
い
手
不
足
、
高
齢
化
な
ど

極
め
て
重
要
な
課
題
も
あ
る
が
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

や
県
単
、
町
単
補
助
事
業
を
活

用
し
て
新
規
就
農
者
の
確
保
な

ど
に
努
め
て
行
き
た
い
。

　
本
町
に
と

っ
て
み
か
ん

は
基
幹
産
業
で
あ
り
、
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
営
農
組
織
﹁
い

き
い
き
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
﹂
で
は

　

　
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
や
り
く

り
し
た
予
算
で
あ

り
加
算
す
る
余
裕

は
な
い
。

　
延
長
保
育
、
地

域
子
育
て
支
援
、

七
歳
児
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
や
第

三
子
の
四
、
五
歳

児
保
育
料
無
料
化

な
ど
、
他
町
村
に

負
け
な
い
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
今
後
も
よ
り
良
い
子
育
て
環

境
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
行

く
。

　
類
似
町
村
と
比
較
し

た
勝
浦
町
財
政
の
現
況
は
。

　
勝
浦
町
は
財

政
力
指
数
〇
・

二
四
︵
〇
・
二
五
︶

　
経
常
収
支
比
率
八
十
九
・
五

％
︵
八
十
六
・
九
％
︶

　
公
債
費
比
率
二
十
三
・
三
％

︵
十
五
・
一
％
︶

　
一
人
当
た
り
地
方
債
残
高
七

十
四
万
六
千
円
︵
九
十
万
六
千

円
︶

　
人
口
千
人
当
た
り
の
職
員
数

十
一
・
九
人
︵
十
四
・
五
︶
人

で
あ
る
。

　

 

※︵  

︶カ
ッ
コ
内
は
類
似
町
村

問

問

前
田
病
院
事
務
局
長

答

副
町
長

答

副
町
長

答
倉
坪
産
業
建
設
課
長

答

問
岩
佐
福
祉
課
長

答

町
長

答

問
参
事

答

み
か
ん
振
興
に

　

 

新
し
い
方
策
は

子
育
て
支
援
に

　
　

 

追
加
予
算
を

町
財
政
の
現
況
は

中

西

晴

美
議

員

勝
浦
病
院

　
改
築
計
画
の
具
体
化
を

当
面
の
課
題
解
決
が
先
︵
副
町
長
︶

5 議会だより かつうら

講
座
の
開
催
、
﹁
ふ
れ
あ
い
の

里
さ
か
も
と
﹂
で
は
み
か
ん
作

り
の
講
座
を
開
く
な
ど
、
積
極

的
に
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　　
　
　
　
六
年
ぶ
り
に
出
生
率

　
　
　
が
上
昇
し
た
と
新
聞
報

道
さ
れ
た
が
、
子
育
て
支
援
の

予
算
を
追
加
す
る
こ
と
で
勝
浦

町
も
出
生
率
が
上
が
る
の
で
は
。

DTP
みかん振興に新しい方策は

DTP
子育て支援に追加予算を



一 般 質 問

町　長

受診の機会を増やしては

　
国
保
税
は
前
年
度
の

所
得
に
応
じ
て
課
税
さ

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
今
年
度
に
な
っ
て

失
業
な
ど
に
よ
り
所
得
が
ゼ
ロ

に
な
っ
て
、
前
年
度
並
み
の
国

保
税
を
支
払
う
こ
と
が
困
難
に

な
っ
た
と
き
、
そ
の
実
情
に
応

じ
て
国
保
税
の
全
部
、
ま
た
は
、

一
部
を
減
免
す
る
制
度
に
改
善

し
て
は
ど
う
か
。
　

　
今
ま
で
に
も
所
得
が
減
っ
て

払
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
町
と

交
渉
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、

町
の
条
例
に
基
づ
く
申
請
減
免

が
適
用
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

条
例
は
あ
っ
て
も
使
え
な
い
条

例
で
は
意
味
が
な
い
。
　
　

　
す
で
に
、

町
条
例
に
規

定
を
設
け
て
お
り
、
所
得
等
に

よ
り
低
所
得
者
に
対
す
る
減
額

制
度
が
あ
り
、
十
分
対
応
で
き

て
い
る
。

　
仕
事
が
な
い
と
い
う

建
設
労
働
者
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
対
策
と

し
て
、
仕
事
確
保
に
つ
な
が
る

制
度
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

な
か
で
も
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

と
い
う
の
は
波
及
効
果
が
た
い

へ
ん
大
き
い
。
一
件
の
リ
フ
ォ

ー
ム
に
は
、
大
工
、
左
官
、
電

気
な
ど
十
数
職
種
が
関
連
し
て

お
り
、
地
元
の
建
設
業
者
を
活

気
づ
け
ら
れ
る
有
効
な
施
策
で

あ
る
。

　
埼
玉
県
川
口
市
で
は
五
百
万

円
に
満
た
な
い
助
成
で
工
事
金

額
一
億
円
余
り
の
仕
事
に
結
び

つ
い
て
い
る
。
勝
浦
町
で
も
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
補
助
事
業
と

し
て
は
難
し
い

が
、
景
気
回
復
に
つ
な
が
る
住

宅
建
築
に
協
力
し
て
行
き
た
い
。

　

　
六
月
に
集
中
し
て
い

る
健
康
診
断
の
時
期
を

分
散
し
て
、
も
っ
と
受
診
の
機

会
を
増
や
せ
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
。

　
町
民
の
声
に
沿
う
よ
う
な
健

康
診
断
の
あ
り
方
を
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　　
ま
た
、
前
年
度
受
診
し
な
か

っ
た
者
に
対
し
て
は
積
極
的
に

受
診
を
勧
め
る
事
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
指
針
に
従
っ
て
毎
年

実
施
し
て
お
り
、
日
程
に
つ
い

て
は
検
診
セ
ン
タ
ー
等
と
の
調

整
で
行
っ
て
い
る
。

問

副
町
長

答

町
長

答

岩
佐
福
祉
課
長

答

問

問 住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

　 

制
度
の
創
設
を

健
康
診
断

 

受
診
の
機
会
を

 

増
や
し
て
ほ
し
い

井
出
美
智
子
議
員

国
保
税
を
減
額
免
除
で
き
る

　
　
　

 

制
度
に
改
善
し
て
は

 

条
例
に
基
づ
き 　
　
　
　
　

対
応
し
て
い
る
︵
副
町
長
︶
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国
の
指
針
に
よ
る
、
が
ん
健

診
は
原
則
と
し
て
同
一
人
に
つ

い
て
年
一
回
行
う
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検

診
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
二

年
に
一
回
行
う
。

DTP
国保税を減額免除できる制度に改善しては

DTP
受診の機会を増やしてほしい



一 般 質 問

松田住民課長

バリアフリー化されている今山集会所

　
今
後
、
最
重
要
課
題

に
な
る
と
思
わ
れ
る
市

町
村
合
併
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

　
県
の
合
併

推
進
審
議
会

か
ら
示
さ
れ
た
三
案
と
も
、
道

州
制
を
見
据
え
た
望
ま
し
い
プ

ラ
ン
と
歓
迎
し
て
い
る
が
、
今

後
、
こ
の
案
に
対
す
る
県
民
の

意
見
を
募
り
、
最
終
案
を
決
定

す
る
の
で
そ
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。　

財
政
状
況
や

人
口
減
少
を
考

え
る
と
合
併
は
必
要
で
あ
り
、

避
け
て
通
れ
な
い
重
要
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
ま

だ
機
が
熟
し
て
い
な
い
の
で
行

財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
当

面
は
単
独
で
行
か
ざ
る
を
得
な

い
。

　
四
月
一
日
か
ら
ご
み

の
焼
却
を
小
松
島
市
に

委
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の

状
況
と
問
題
点
は
。

　
二
カ
月
余
り
経
過
し
た
が
、

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
一
カ
月
百
ｔ
の
予
測
が
現
在

九
十
二
ｔ
程
度
だ
が
、
今
後
、

ご
み
が
増
え
る
時
期
を
迎
え
る

の
で
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得

て
更
に
減
量
化
、
資
源
化
の
取

り
組
み
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　
院
長
は
じ
め
職
員
の

努
力
に
よ
り
現
在
は
安

定
し
た
経
営
内
容
だ
が
、
今
後
、

い
ろ
い
ろ
問
題
も
出
て
く
る
と

思
う
。
こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し
て

病
院
存
続
に
対
す
る
町
民
か
ら

の
強
い
期
待
に
応
え
る
こ
と
が

出
来
る
か
。

　
自
治
体
病
院
と
し
て
経
営
内

容
は
良
好
で
あ
る
が
、
国
の
診

療
報
酬
の
改
定
等
で
収
益
は
年

々
減
少
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
や
機

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
安

定
的
に
維
持
向
上
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
経
営
状
態
を
的
確

に
把
握
し
健
全
経
営
に
努
め
、

今
後
と
も
地
域
医
療
の
拠
点
と

し
て
存
続
に
向
け
一
層
努
力
し

て
行
き
た
い
。

　
各
地
区
集
会
所
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て

数
年
前
か
ら
提
案
し
て
き
た
が
、

取
り
組
み
の
状
況
は
。

　
現
在
、
二
カ

所
で
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
七
月
に
行
わ
れ
る

区
長
会
で
も
十
分
協
議
し
た
い
。

松
田
住
民
課
長

答

問

問

前
田
病
院
事
務
局
長

答

副
町
長

答

問

問

参
事

答

町
長

答ご
み
焼
却

 

委
託
後
の
状
況
は

勝
浦
病
院

　
　

 

必
ず
存
続
を

集
会
所
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

取
り
組
み
状
況
は

福

徳

重

二
議

員

市
町
村
合
併
に

　
　
　
　
対
す
る
考
え
方
は

必
要
だ
が
機
が
熟
し
て
い
な
い
︵
町
長
︶

7 議会だより かつうら

器
の
更
新
に
も
多
額
の
費
用
が

か
か
る
の
で
大
変
な
時
期
を
迎

え
る
。

DTP
市町村合併に対する考え方は

DTP
勝浦病院必ず存続を



６月19日に告示、24日に投開票された

勝浦町議会議員選挙で選ばれた、新し

い議員の抱負を議席順に紹介します。

議席は、当選回数の少ない人、年齢の

若い人から順次決めています。

（カッコ内は、年齢・出身地区・当選回数）

　行財政改革、地方分権、合併

問題等、町政の課題を、住民の

皆さんが身近に感じられるよう

常に対話を心がけ、一生懸命頑

張ります。

１番議員

（55歳・横瀬・１回）

国 清 一 治
２番議員

（58歳・星谷・１回）

井 出 美 智 子
６番議員

（51歳・今山・２回）

大 西 一 司
７番議員

（58歳・生名・２回）

　政治信条の「子供の未来輝く町

に」実現に向けて、安心・振興・

光流を柱に、町民とともに取り組

んで行きます。

　女性の立場で、子育て、介護

の思いを伝え、農業振興と元気

な町づくりに取り組み、何でも

話せる身近な相談相手として頑

張ります。

　輝く町、勝浦の再生をめざして、

町民の目線に立った行政を推進し、

故郷発展のために頑張ります。

二
十
一
世
紀
の
地
方
自
治
体
の
あ
る
べ
き
姿

中

田

丑

五

郎

勝
浦
町
長

　
議
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
ご
当
選
の
栄
を
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
定
数
が
十
人
に
減
り
、
今
後
の
町
政
の
舵
取
り
に
町
民
の
大
き
な
信
頼
と
責
任
を
受
け
ら
れ
た
も

の
と
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
ま
さ
に
、
﹁
二
十
世
紀
型
﹂
か
ら
﹁
二
十
一
世
紀
型
﹂
へ
と
﹁
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
や
価
値
観
﹂
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
間
競
争
が
ま
す
ま
す
激
化
す
る
中
で
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
知
恵
と
創
意

工
夫
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
勝
浦
町
に
お
き
ま
し
て
も
今
、
直
面
す
る
課
題
を
解
決
し
、
将
来
発
生
す
る
だ
ろ

う
困
難
な
問
題
に
取
り
組
み
、
英
知
を
結
集
し
て
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
実
現
す
る
重
い
命

題
を
背
負
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
革
の
時
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
高
い
見
識
と
果
断
な
実
行
力
の
も
と
、
町
政
発
展
の
た
め
ご
尽
力
賜
り
ま
す
と
共

に
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　  公 一

8議会だより かつうら
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ひとみ蔀公一



輝く町をめざし

10人の 新 議 員 決まる

心新たに 住民と共に歩む心新たに 住民と共に歩む心新たに 住民と共に歩む

森  本  　守
３番議員

（60歳・中山・１回）

山 野 忠 男
４番議員

（69歳・与川内・１回）

松 田 貴 志
５番議員

（31歳・棚野・２回）

川 端 雅 夫
８番議員

（60歳・今山・３回）

森 　 健
９番議員

（71歳・石原・４回）

西 浜 勝 己
10番議員

（71歳・棚野・10回）

　安心して暮らせる町づくりの

ため、皆さんの声をよく聞き、

まじめに一生懸命頑張りますので、

どうぞよろしくお願い致します。

　住民主導の政治をめざし、農

業の振興と福祉の充実、若者の

雇用促進に努力し、心身共に豊

かな町づくりをしたいと思います。

　住民との対話を重視し、新し

い勝浦の創造と、スポーツを通

して世代間の交流を深め、魅力

ある町づくりに取り組みます。

　町の将来を決める大事な時、

町民の意見をよく聞き、活力あ

る町づくりのため、心新たに頑

張ります。

　議員活動が、マンネリ化しな

いためにも「初心忘るべからず」。

今期は、沼江バイパス２期工事

の推進に取り組みます。

　地方分権の時代、勝浦町の将

来に対応できる町づくりに全力

を捧げ、そのためにまず、今日

一日に最善を尽くします。

9 議会だより かつうら



就
任
に
あ
た
っ
て

就
任
に
あ
た
っ
て

就
任
に
あ
た
っ
て

新 し い 　  議 会 構 成新 し い 　  議 会 構 成 議 会 構 成

改
選
後
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
長
、
副
議
長
、
各
委
員
会
委
員
の

選
出
を
行
い
、
新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議長 川端雅夫大西一司副議長

議
　
長

副
議
長

川

端

雅

夫

松

田

貴

志

森

本

　

守

委

員

長

副
委
員
長

◇◇

公

一

大

西

一

司

森

　

健

委

員

委

員

委

員

大

西

一

司

　
副
議
長
に
推
挙
さ
れ
責
務
の
重

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　
の
円
滑
な
運
営
と
町
政
発
展
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　
を
断
行
中
で
す
が
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
人
口
減
少
や
将
来
の

合
併
問
題
等
、
重
要
課
題
の
解

決
に
向
け
住
民
と
行
政
、
議
会

が
連
携
を
図
り
最
善
を
尽
く
す

決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
な
お
一
層
の
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
産
建
常
任
委
員
会

井
出
美
智
子

国

清

一

治

委

員

長

副
委
員
長

◇◇

山

野

忠

男

川

端

雅

夫

西

浜

勝

己

委

員

委

員

委

員

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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臨
時
議
会
に
お
い
て
議
長
、

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
議
会

　
本
町
は
現
在
、
行
財
政
改
革

DTP
新しい議会構成

DTP
就任にあたって



新 し い 　新 し い 　  議 会 構 成新 し い 　新 し い 　  議 会 構 成新 し い 　

大

西

一

司

公

一

委

員

長

副
委
員
長

◇◇

国

清

一

治

松

田

貴

志

川

端

雅

夫

委

員

委

員

委

員

議
会
広
報
常
任
委
員
会

森

健

国

清

一

治

委

員

長

副
委
員
長

◇◇

森

本

　

守

松

田

貴

志

井
出
美
智
子

委

員

委

員

委

員

勝
浦
川
整
備
促
進
特
別
委
員
会

森

健

山

野

忠

男

委

員

長

副
委
員
長

◇◇

井
出
美
智
子

大

西

一

司

委

員

委

員

議
会
運
営
委
員
会

西

浜

勝

己

森

健

委

員

長

副
委
員
長

◇◇

山

野

忠

男

松

田

貴

志

井
出
美
智
子

大

西

一

司

川

端

雅

夫

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

公

一

国

清

一

治

森

本

　

守

委

員

委

員

委

員

市
町
村
合
併
調
査
特
別
委
員
会

西

浜

勝

己

山

野

忠

男

委

員

長

副
委
員
長

◇◇

公

一

森

本

　

守

委

員

委

員

東
部
広
域
農
道
整
備
促
進
特
別
委
員
会

国

清

一

治

西

浜

勝

己

川

端

雅

夫

小
松
島
市
外
三
町
村
衛
生
組
合
議
員

公
一

山
野
忠
男

大
西
一
司

西
浜
勝
己

松
田
貴
志

井
出
美
智
子

川
端
雅
夫

森

　

健

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
評
議
員

勝
浦
町
土
地
開
発
公
社
理
事
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広報委員会の新しいメンバー

勝浦キッズミニバスケットボールクラブ勝浦キッズミニバスケットボールクラブ

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

議会だより かつうら 12

　
八
年
ぶ
り
の
選
挙
と
定
数
削
減
が
重
な
り
議

員
も
大
幅
な
入
れ
替
え
と
な
り
ま
し
た
。
　
選
挙

で
選
ば
れ
た
重
み
を
感
じ
な
が
ら
、
現
職
六
人
は

思
い
を
新
た
に
、
新
人
四
人
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気

持
ち
で
、町
の
発
展
に
全
力
投
球
を
誓
っ
て
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
、
改
選
後
か
ら
﹁
議
会
広
報

常
任
委
員
会
﹂
と
し
て
、
新
人
二
人
が
加
わ
り

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
早
く
も
息

の
合
っ
た
編
集
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
先

輩
の
溝
田
義
昭
、
国
清
栄
さ
ん
が
残
し
て
く
れ

た
貴
重
な
財
産
を
大
切
に
引
き
継
ぎ
、
委
員
が

心
一
つ
に
し
て
、
町
民
に
期
待
さ
れ
る
議
会
だ

よ
り
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

︵
委
員
長
︶

　今回から町内にあるスポーツ少年団を特集して、選手の声や活動状況などをお伝えします。

　第１回目に紹介するのは勝浦キッズミニバスケットボールクラブです。平成15年に横瀬と生比

奈が合併し誕生したチームで、過去には県大会ベスト４に入るなど県南を代表するチームです。

　チームを代表してキャプテンの小西恭平君と多田有佳里さんに話を聞きました。

生小体育館で
毎週火・木・土の午後5時30分から7時30まで。
土日祝日は試合が入るときも。

* 練習見学や体験入部は随時受け付けています。

  連絡先：小西 ☎ 42-3174（中角）

　　入部のきっかけは

　　小西・多田：３年生の時に、先に入部

　　していた友達や先輩に誘われて楽しそ

　　うだったから。

　　得意なプレイは

　　小西：速攻からのレイアップシュート。

　　多田：ロングシュート。

　　楽しいときは

　　小西：シュートや速攻を出して得点に

　　つながったとき。

　　多田：体の大きな相手を振りきりシュ

　　ートを決めたときや試合の日お弁当も!?

　　

　　苦しいときは

　　小西：後輩と一緒にプレイするときは

　　カバーし助けるので余分に体力を使う。

　　多田：接戦や負けているときは精神的

　　にも体力的にも苦しいが、勝つために

　　頑張る。

　　最後に今年の目標は

　　小西：県大会で優勝。

　　多田：県大会でベスト８に入ること。
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広報委員会の新メンバー




